（別紙３）
既存介護施設等のスプリンクラー整備支援事業の
協議書類記入要領

１．記載要領について
（１）先進的事業整備計画書（別添１）
　　　ア　「施設の種類」の欄は、ドロップダウンリストより選択すること。リストにない場合は、直接入力すること。
イ　「補助対象床面積（㎡）（a）」の欄は、小数点以下は四捨五入すること。
ウ　「交付基準単価（自動火災報知設備等を設置する場合）（c）」、「交付基準単価（消防機関へ通報する自動火災通報設備を整備する場合）（d）」、「交付基準単価（消火ポンプユニット等を設置する場合）（e）」の欄は、実施要綱別表に記載する単価の範囲内で必要な金額を入力すること。
エ　「国土強靭化地域計画への記載」の欄は、ドロップダウンリストより「有」又は「無」を選択すること。
オ　「対象経費の実支出（予定）額」、「交付(予定)額」の欄は、千円単位で記載すること。
カ　「交付（予定）額」の欄は、「算定基準による算定額」と「対象経費の実支出（予定）額」を比して、低い方の額を記載すること。また、小数点以下は切り捨てること。

（２）スプリンクラー設備等の整備に係る補助対象面積確認シート（別添２）
ア　記入上の留意点に従って、施設単位で作成すること。
イ　対象となる施設が含まれている当該建物全体について、指定のとおり算出すること。

（２）整備計画一覧表（別添３）
ア　「施設の種類」の欄は、ドロップダウンリストより選択すること。リストにない場合は、直接入力すること。
イ　「補助対象床面積（㎡）（a）」の欄は、小数点以下は四捨五入すること。
ウ　「交付基準単価（１㎡あたり）（b）」の欄は、千円単位で記載すること。また、小数点第２位まで記載すること。
エ　「交付基準単価（自動火災報知設備等を設置する場合）（c）」、「交付基準単価（消防機関へ通報する自動火災通報設備を整備する場合）（d）」、「交付基準単価（消火ポンプユニット等を設置する場合）（e）」の欄は、実施要綱別表に記載する単価の範囲内で必要な金額を入力すること。また、千円単位で記載し、小数点以下は四捨五入すること。
オ　「国土強靭化地域計画への記載」の欄は、ドロップダウンリストより「有」又は「無」を選択すること。
カ　「交付予定額」の欄は、千円単位で記載すること。また、小数点以下は切り捨てること。
[bookmark: _GoBack]キ　その他、記入上の留意点に従って記入すること。

６．留意事項
　　同一の建物について、対象施設が２つ以上あるときは、それぞれについて所定の様式を記入し、協議の対象部分、対象経費が重複しないように留意すること。
